
  

 

霞ヶ浦側から見た川口川閘門(1907 年)
開かれている鉄扉が遺構となっている 

ＪＲ常磐線沿いの市営駐
車場隅にある川口川閘門
遺構（鉄扉と揚水ポンプ） 

明治初期の土浦（旧職員・飯村弘（高５回）作成） 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     
 

                    

 
 

土
浦
の
立
地
条
件 

 
 

土
浦
の
市
街
地
は
、
霞
ヶ
浦
の
北
西
端
に
流
入

す
る
桜
川
河
口
部
低
地
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
低

地
の
幅
は
ほ
ぼ
2.5

km
で
、
南
と
北
に
は
比
高
（
近

接
し
た
２
地
点
間
の
高
度
差
）
20
～
25
ｍ
の
崖
が

連
な
る
、
筑
波
稲
敷
台
地
と
新
治
台
地
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
市
街
地
部
低
地
の
標

高
は
、
1.5
～
2.5
ｍ
と
低
く
、
霞
ヶ
浦
の
平
均
水
位

0.25
ｍ
と
の
差
は
僅
か
で
す
。
中
央
に
は
、
比
高
１

ｍ
ほ
ど
の
土
浦
砂
堆
が
、
低
地
を
閉
ざ
す
よ
う
に

南
北
に
伸
び
て
い
ま
す
。
1905
（
明
治
38
）
年
の
地

形
図
に
は
、
桜
川
か
ら
分
流
す
る
多
数
の
水
路
が
、

低
地
内
に
記
さ
れ
て
お
り
、
市
街
地
が
三
角
州
地

形
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、

水
路
に
舟
が
行
き
交
い
、
岸
辺
に
は
柳
が
茂
る
と

い
う
水
郷
の
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
  

土
浦
城
（
亀
城
） 

 
土
浦
城
（
跡
地
が
亀
城
公
園
）
は
、
室
町
時
代

の
永
享
年
間
（
1429
～
1441
年
）
に
、
若
泉
（
今
泉
）

三
郎
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
戦
国
時
代
の
1516
（
永
正
13
）
年
、
若
泉

五
郎
左
衛
門
が
城
主
の
時
、
小
田
氏
の
部
将
菅
谷

勝
貞
が
城
を
奪
い
、
以
後
、
菅
谷
氏
が
勝
貞
、
政

貞
、
範
政
の
３
代
に
わ
た
っ
て
土
浦
城
を
守
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
主
君
小
田
氏
が
滅
亡
し
、
1590

（
天
正
18
）
年
、
関
東
の
新
領
主
と
し
て
徳
川
家

康
が
江
戸
に
入
る
と
、
家
康
は
、
次
男
で
結
城
氏

に
養
子
入
り
し
た
結
城
秀
康
に
土
浦
を
与
え
、
土

浦
城
は
結
城
領
内
の
支
城
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

秀
康
が
、
越
前
国
北
ノ
庄
（
福
井
藩
。
秀
康
は
結

城
姓
を
松
平
に
復
し
、
越
前
松
平
家
を
興
す
。
）

に
移
る
と
、
松
平
信
一
が
３
万
５
千
石
で
入
封
し

ま
し
た
。
1617
（
元
和
３
）
年
、
２
代
目
の
松
平
信

吉
が
上
野
国
高
崎
に
転
封
に
な
る
と
、
西
尾
忠
永

が
２
万
石
で
入
封
し
ま
す
。
以
後
、
城
主
は
西
尾

氏
・
朽
木
氏
と
代
わ
り
、
さ
ら
に
1669
（
寛
文
９
）

年
に
は
、
土
屋
数
直
が
４
万
５
千
石
で
入
封
。
1682

（
天
和
２
）
年
、
子
の
政
直
の
代
に
駿
河
国
田
中

（
現
静
岡
県
藤
枝
市
）
に
移
り
ま
し
た
が
、
代
わ

っ
て
城
主
と
な
っ
た
松
平
信
興
が
、
５
年
後
の
1687

（
貞
享
４
）
年
に
大
坂
城
代
に
転
ず
る
と
、
土
屋

政
直
が
再
び
６
万
５
千
石
で
入
封
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
３
度
の
加
増
を
受
け
て
９
万
５
千
石
と
な

り
、
常
陸
国
で
は
水
戸
藩
に
次
い
で
大
き
な
領
地

を
支
配
し
、
以
後
、
土
屋
氏
が
11
代
・
約
200
年
間

に
及
ぶ
世
襲
を
繰
り
返
し
て
、
明
治
維
新
に
至
り

ま
し
た
。 

  

土
浦
城
は
、
低
湿
地
に
水
壕
を
幾
重
に
も
繞
（
め

ぐ
）
ら
し
て
防
御
施
設
と
す
る
平
城
で
、
山
城
が
殆

ど
で
あ
っ
た
室
町
時
代
に
は
珍
し
い
城
で
し
た
。

三
角
州
面
上
を
流
れ
る
多
数
の
水
路
を
周
り
に
配

置
し
、
そ
こ
か
ら
濠
に
水
を
引
き
入
れ
て
い
ま
す
。

城
は
比
高
１
ｍ
ほ
ど
の
土
浦
砂
堆
の
内
陸
側
に
置

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
霞
ヶ
浦
か
ら
の
逆
水

を
防
ぐ
対
策
で
も
あ
り
ま
し
た
（
一
方
で
、
こ
れ

は
内
水
の
湛
水
を
助
長
し
た
。
）
。
水
戸
街
道
（
陸

前
浜
街
道
）
は
、
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
枡
形

に
屈
曲
し
な
が
ら
砂
堆
上
を
通
っ
て
お
り
、
古
い

町
並
み
は
、
こ
の
水
戸
街
道
沿
い
に
並
び
、
低
地

を
ほ
ぼ
横
断
し
て
い
ま
す
。 

   

城
下
町
土
浦 

 

城
の
築
造
が
始
ま
っ
た
永
享
年
間
に
は
、
桜
川

は
城
の
す
ぐ
北
側
を
流
れ
て
お
り
（
明
治
16
年
の

地
形
図
に
は
、
そ
の
旧
流
路
が
見
ら
れ
る
。
）
、

城
下
は
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

1459
（
長
禄
３
）
年
か
ら
1461
（
寛
正
２
）
年
に
か
け

て
、
桜
川
の
河
道
を
大
曲
か
ら
現
河
道
に
付
け
替

え
、
そ
の
氾
濫
の
影
響
を
和
ら
げ
る
対
策
を
採
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

                  

1603
（
慶
長
８
）
年
、
江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川

家
康
は
、
奥
州
諸
大
名
へ
の
備
え
と
し
て
、
水
戸

に
五
男
の
松
平
信
吉
（
土
浦
藩
主
で
あ
っ
た
松
平

信
吉
と
区
別
す
る
た
め
、
武
田
信
吉
と
呼
ば
れ

る
。
）
を
、
次
い
で
十
男
の
徳
川
頼
宣
（
後
の
紀

州
徳
川
家
祖
）
を
、
さ
ら
に
十
一
男
の
徳
川
頼
房

（
水
戸
徳
川
家
祖
。
頼
房
の
三
男
が
光
圀
）
を
置

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
江
戸
と
水
戸
と
を
結
ぶ

道
路
の
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
1604
（
慶
長
９
）
年
、

水
戸
街
道
の
建
設
を
幕
府
直
轄
で
進
め
ま
し
た
。

土
浦
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
信
吉
は
、
こ
れ
を
城
下

に
通
し
、
沿
道
に
町
屋
を
設
け
、
旧
町
名
の
田
宿
・

中
城
・
本
町
・
仲
町
・
田
町
・
横
町
が
造
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
1613
（
慶
長
18
）
年
に
は
、
桜
川
に

銭
亀
橋
、
南
門
外
の
堀
に
簀
子
（
す
の
こ
）
橋
、
旧

桜
川
に
桜
川
橋
（
桜
橋
）
の
い
わ
ゆ
る
「
三
橋
」

が
、
幕
府
の
直
轄
工
事
で
架
設
さ
れ
、
名
実
と
も

に
城
下
町
土
浦
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
の
水
戸

街
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
土
浦
は
、
水
戸
街
道
と

霞
ヶ
浦
の
水
陸
交
通
の
要
衝
と
な
り
、
本
陣
・
旅

籠
・
問
屋
が
置
か
れ
、
多
く
の
商
家
が
軒
を
連
ね

る
と
と
も
に
醤
油
醸
造
業
が
盛
ん
と
な
り
、
常
陸

国
で
は
水
戸
に
次
ぐ
第
２
の
都
市
と
し
て
繁
栄
し

ま
し
た
。 

 

明
治
時
代
初
期
に
は
、
新
治
県
の
県
庁
が
置
か

れ
、
新
治
県
が
茨
城
県
に
統
合
さ
れ
た
後
で
は
、

新
治
郡
の
郡
役
所
が
置
か
れ
ま
し
た
（
土
浦
中
学

は
開
校
当
初
、
校
舎
が
建
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

の
役
所
の
２
階
等
を
借
り
て
授
業
を
行
っ
て
い

た
。
）
。
1896
（
明
治
29
）
年
に
、
日
本
鉄
道
が
土

浦
～
友
部
間
（
現
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
。
友
部
で
日
本
鉄

道
水
戸
線
に
接
続
）
を
、
翌
1897
年
に
は
土
浦
～
田

端
間
（
現
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
）
を
開
通
さ
せ
、
そ
れ
ま

で
の
内
陸
水
運
に
代
わ
る
主
要
な
交
通
手
段
と
な

り
ま
し
た
。 

   

土
浦
の
洪
水 

 

土
浦
の
市
街
地
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
筑
波

稲
敷
台
地
・
新
治
台
地
に
挟
ま
れ
た
桜
川
低
地
の
、

霞
ヶ
浦
へ
と
流
れ
込
む
桜
川
河
口
付
近
に
立
地
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
た
び
た
び
洪
水
に
見
舞

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
土
浦
の
洪
水
に
つ
い
て
、

高
７
回
・
岩
﨑
宏
之
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
元

土
浦
市
立
博
物
館
長
）
は
、
『
土
浦
の
洪
水
記
録

─

先
人
が
語
る
水
と
の
た
た
か
い─

』
巻
頭
の
解
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土浦の洪水１～水害常襲地～（霞ヶ浦その 28） 
 桜川河口の湿地帯に形成された土浦は、戦前までは水郷・水の街で
した。至る所に川や堀が流れ、小舟に乗れば、街の中を隅から隅まで
ぐるっと一周できました。しかし、雨が降ると霞ヶ浦の水が上がって
きて洪水になるので、「蛙がしょんべんしても洪水が出る」とまで言
われました。今号からは、土浦の洪水について記していきます。 
敬称略。【  】内は筆者による注記です。 

  

 

月刊 

（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 



  

 
川口運動公園に建つ
色川三郎兵衛之像 

題
で
、 

 
「
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
土
浦
は
、
た
び

た
び
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
水
害
が
起
き
る
頻
度

は
他
の
土
地
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
か
っ
た
。
大

き
な
洪
水
が
数
年
毎
に
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
大

雨
が
降
る
と
大
水
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
土
浦

の
地
理
的
条
件
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。
（
略
） 

 

し
か
し
こ
の
よ
う
な
低
地
に
位
置
す
る
土
浦
の

水
害
は
『
有
史
以
来
』
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
土
浦
に
洪
水
が
頻
繁
に
起
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
も
十
七
世
紀
末
に
近

い
頃
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
（
略
） 

 

土
浦
に
洪
水
を
も
た
ら
し
た
原
因
と
し
て
、
桜

川
の
氾
濫
と
霞
ヶ
浦
の
逆
水
が
あ
る
。
逆
水
と
は

利
根
川
の
洪
水
が
霞
ヶ
浦
に
流
れ
込
み
、
そ
の
水

が
逆
流
し
て
水
害
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
逆

水
に
な
る
と
、
土
浦
の
中
心
市
街
地
が
低
地
な
の

で
容
易
に
水
が
引
か
ず
、
浸
水
が
長
期
に
わ
た
り
、

大
き
な
被
害
と
な
る
。
例
え
ば
昭
和
十
三
年
（
一

九
三
八
）
の
洪
水
は
、
こ
れ
ら
の
原
因
が
複
合
し

て
大
水
害
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
以

来
の
洪
水
の
歴
史
を
見
る
と
、
そ
の
出
水
の
様
相

は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
（
略
） 

 

坂
東
太
郎
と
愛
称
さ
れ
る
利
根
川
は
、
時
代
と

と
も
に
そ
の
姿
を
変
え
て
き
た
。
小
田
原
攻
め
の

直
後
の
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
、
徳
川
家
康

は
関
東
の
六
ヵ
国
の
領
主
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
家
康

は
江
戸
を
政
治
の
本
拠
地
と
し
て
、
関
ヶ
原
の
戦

い
後
江
戸
幕
府
を
開
い
た
が
、
利
根
川
の
改
修
事

業
は
こ
の
時
代
か
ら
始
ま
る
。 

 

上
越
国
境
の
大
水
上
山
を
源
と
す
る
利
根
川
の

旧
河
道
は
、
羽
生
市
上
川
俣
あ
た
り
で
南
に
屈
曲

し
、
加
須
市
の
北
を
経
て
東
南
に
流
れ
、
今
日
古

利
根
川
と
呼
ば
れ
る
河
川
や
、
会
の
川
・
星
川
・

元
荒
川
・
綾
瀬
川
・
入
間
川
な
ど
多
く
の
河
川
と

離
合
し
な
が
ら
乱
流
し
、
隅
田
川
を
経
て
東
京
湾

に
注
い
で
い
た
。
こ
の
流
れ
を
『
瀬
替
え
』
と
呼

ば
れ
る
大
工
事
に
よ
っ
て
、
浅
間
川
や
太
日
川
（
江

戸
川
）
と
結
び
、
更
に
赤
堀
川
を
開
削
し
て
常
陸

川
に
結
び
つ
け
、
銚
子
か
ら
鹿
島
灘
に
落
と
し
た
。

い
わ
ゆ
る
利
根
川
の
東
遷
で
あ
る
。
（
略
） 

 

利
根
本
流
は
佐
原
か
ら
今
の
横
利
根
川
・
常
陸

利
根
川
【
こ
の
２
川
が
現
在
の
茨
城
・
千
葉
の
県

境
に
な
っ
て
い
る
。
】
を
経
て
銚
子
に
抜
け
て
い

た
。
佐
原
か
ら
真
っ
直
ぐ
銚
子
へ
抜
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
幕
末
に
近
い
頃
で
あ
る
。
今
で
は
霞

ヶ
浦
は
利
根
川
の
本
流
か
ら
は
少
し
離
れ
て
、
横

利
根
川
・
常
陸
利
根
川
を
介
し
て
利
根
川
の
本
流

と
結
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も

利
根
川
の
洪
水
調
節
の
た
め
の
遊
水
池
の
よ
う
な

役
目
は
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
お
雇
い
外
国
人
ム

ル
デ
ル
が
作
成
し
た
利
根
川
改
修
計
画
で
、
横
利

根
川
に
つ
い
て
、 

 

『
横
利
根
川
は
利
根
川
の
一
支
に
し
て
、
霞
ヶ

浦
と
名
づ
く
る
大
湖
に
通
ず
る
所
の
も
の
な
り
。

低
水
の
時
は
そ
の
水
利
根
本
流
に
向
っ
て
流
れ
、

ま
た
海
よ
り
満
潮
を
来
た
し
若
し
く
は
上
流
よ
り

高
水
を
下
し
、
以
て
河
水
の
沸
騰
す
る
時
は
そ
の

反
対
方
向
即
ち
霞
ヶ
浦
に
向
き
て
流
る
。
（
「
利

根
川
百
年
史
」
）
』 

と
記
し
て
い
る
が
、
利
根
川
の
本
流
が
洪
水
に

な
る
と
霞
ヶ
浦
に
逆
流
し
て
被
害
を
大
き
く
し

た
。
霞
ヶ
浦
に
流
入
す
る
流
域
の
河
川
は
二
十
九

本
で
あ
る
が
、
流
域
に
は
長
大
な
河
川
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
霞
ヶ
浦
の
西
端
に
位
置
す
る
土
浦

は
、
利
根
川
や
霞
ヶ
浦
の
影
響
を
受
け
て
し
ば
し

ば
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
土
浦
の
洪
水
が
『
有

史
以
来
』
の
も
の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
あ
る

時
期
か
ら
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
」 

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

城
下
町
が
成
立
し
た
江
戸
時
代
以
降
、
土
浦
は

数
年
に
１
回
と
い
う
頻
度
で
水
害
を
被
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
原
因
は
、
「
霞
ヶ
浦
の
逆
水
」
と

「
桜
川
の
氾
濫
」
と
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

利
根
川
筋
に
は
、
1660 
（
萬
治
３
）
年
か
ら
1858
（
安

政
５
）
年
ま
で
の
約
200
年
間
に
、
18
回
の
大
洪
水

の
記
録
が
あ
り
、
特
に
1783
（
天
明
３
）
年
の
浅
間

山
大
噴
火
の
後
に
頻
発
し
て
い
ま
す
。
1786
（
天
明

６
）
年
７
月
の
大
洪
水
で
は
、
土
浦
城
下
の
水
が

１
ヶ
月
も
引
か
な
い
た
め
、
江
戸
に
詰
め
て
い
た

藩
主
土
屋
泰
直
は
、
土
浦
に
帰
れ
ず
、
12
月
の
参

勤
交
代
ま
で
の
滞
府
（
江
戸
在
住
）
許
可
願
を
幕

府
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
洪
水
の
頻
発
は
、
江
戸

時
代
か
ら
昭
和
ま
で
続
き
、
長
島
尉
伸
『
土
浦
洪

水
記
』
、
色
川
御
蔭
『
防
逆
水
私
義
』
、
色
川
三

中
『
家
事
志
』
、
色
川
美
年
『
家
事
記
』
な
ど
の

洪
水
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
に
入
っ
て
も
、
洪
水
が
頻
発
し
ま
し
た
。
1873

（
明
治
６
）
年
に
開
校
し
た
土
浦
小
学
校
に
は
、

次
の
よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
1885
（
明
治
18
）
年
７
月
11
日
よ
り
２
週
間
出

水
の
た
め
臨
時
休
業
。
1890
（
明
治
23
）
年
９
月
１

日
よ
り
15
日
ま
で
出
水
の
た
め
臨
時
休
業
。
1896

（
明
治
29
）
年
９
月
14
日
よ
り
10
月
18
日
ま
で

出
水
の
た
め
臨
時
休
業
。
1897
（
明
治
30
）
年
９
月

２
日
よ
り
16
日
間
出
水
の
た
め
臨
時
休
業
。
1898

（
明
治
31
）
年
９
月
12
日
よ
り
19
日
ま
で
出
水
の

た
め
臨
時
休
業
。
1902
（
明
治
35
）
年
９
月
29
日
よ

り
４
日
間
出
水
の
た
め
臨
時
休
業
。
」 

 

1898
（
明
治
31
）
年
の
洪
水
に
つ
い
て
は
、
『
進

修
第
１
号
』（
1900
（
明
治
33
）
年
１
月
15
日
発
行
）

に
も
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
臨
時
休
業
、
第
二
學
期
は
雨
の
中
に
來
れ
り
、

霖
雨
霏
々
と
し
て
黑
雲
慘
憺
た
り
、
降
り
に
降
り

た
る
水
は
遂
に
霞
浦
に
溢
れ
、
九
月
十
三
日
に
至

り
て
は
、
【
土
浦
尋
常
高
等
小
学
校
の
】
校
庭
も

早
や
一
尺
の
深
き
に
及
び
、
途
上
は
舟
な
ら
で
は

通
る
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
今
は
、
と
て
も
授
業
し

得
ざ
れ
ば
と
て
、
十
日
間
の
臨
時
休
校
と
は
な
り

ぬ
【
当
時
の
土
浦
中
学
校
で
は
、
内
西
町
の
土
浦

尋
常
高
等
小
学
校
の
新
教
室
を
借
り
受
け
て
１
年

生
３
ク
ラ
ス
を
収
容
し
、
ま
た
内
西
町
15
番
地
の

家
屋
を
借
り
入
れ
て
職
員
室
及
び
２
年
生
の
教
室

と
し
て
い
た
。
】
。
」 

色
川
三
郎
兵
衛
英
俊 

洪
水
禍
に
苦
し
む
土
浦
を
救
う
べ
く
尽
力
し
た

の
が
、
色
川
三
郎
兵
衛
英
俊
で
す
。
色
川
三
郎
兵

衛
（
1842
（
天
保
13
）
年
～
1905
（
明
治
38
）
年
）

は
、
千
葉
県
の
生
ま
れ
で
、
1867
（
慶
応
３
）
年
、

土
浦
の
醤
油
醸
造
業
色
川
三
中
の
養
嗣
子
と
な

り
、
家
督
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
維
新
後
は
政
界

に
進
出
し
、
県
議
会
議
員
を
経
て
、
1890
（
明
治
23
）

年
の
国
会
開
設
の
際
に
、
立
憲
改
進
党
か
ら
立
候

補
し
当
選
、
衆
議
院
議
員
を
２
期
務
め
ま
し
た
。

在
任
中
、
日
本
鉄
道
海
岸
線
（
現
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
）

の
土
浦
～
田
端
間
の
敷
設
に
際
し
、
土
浦
町
長
の

檜
山
信
可
と
相
談
し
、
常
磐
線
の
盛
土
路
盤
に
水

防
堤
を
兼
ね
さ
せ
て
霞
ヶ
浦
か
ら
の
逆
水
を
防

ぎ
、
土
浦
を
水
禍
か
ら
救
う
べ
く
、
路
線
変
更
を

日
本
鉄
道
側
に
働
き
か
け
、
現
在
の
路
線
を
敷
設

さ
せ
ま
し
た
（
当
初
は
、
土
浦
停
車
場
を
街
の
西

端
・
現
土
浦
二
高
付
近
に
予
定
し
て
い
た
。
現
在

の
路
線
が
花
室
川
付
近
か
ら
東
に
カ
ー
ブ
し
て
い

る
の
は
、
霞
ヶ
浦
湖
岸
へ
変
更
し
た
か
ら
で
あ
る
。

1896
（
明
治
29
）
年
、
土
浦
～
田
端
間
開
業
）
。 

 
 

    

 

さ
ら
に
、
色
川
は
、
私
財
を
投
じ
て
1906
（
明
治

39
）
年
に
川
口
川
閘
門
（
注
）
と
田
町
川
閘
門
と

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
閘
門
の
設
置
に
よ
り
、

霞
ヶ
浦
か
ら
の
逆
水
は
あ
る
程
度
は
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
桜
川
の
氾
濫
と

大
規
模
な
水
位
上
昇
に
よ
る
市
街
地
へ
の
湖
水
流

入
と
は
、
防
ぎ
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
(

注)

川
口
川
閘
門 

1907
（
明
治
40
）
年
９
月
12
日
の

尾
崎
楠
馬
先
生
（
土
浦
中
学
校
国
漢
科
教
諭
。
在

職
1907
（
明
治
40
）
年
４
月
～

1911
（
明
治
44
）
年

７
月
。
校
歌
作
曲
者
）
の
日
記
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。 

９
月
12
日 

木 

 
 
 

放
課
后 

直
チ
ニ
小
田
原
【
勇
先
生
】
ト
川
口

ノ
水
害
地
ヲ
二
本
ノ
丸
木
橋
約
二
丁
ヲ
傳
ヒ
テ
実

見
ス 

艇
庫
式
地
【
敷
地
】
ハ
猶
一
尺
ノ
水
ア
リ

後
一
週
間
ヲ
経
ズ
バ
乾
カ
ズ 

帰
途
閘
門
辺
ニ
排

除
ス
ル
蒸
気
吸
上
喞
筒
【
そ
く
と
う
・
ポ
ン
プ
】

ノ
威
力
強
大
ナ
ル
ヲ
見
テ
帰
リ 

小
田
原
ノ
寓

【
下
宿
先
】
ニ
雑
談
、
五
分
許 

午
睡
シ
テ
帰
ル 

 
 参

考
・
引
用
文
献 

 
 

『
土
浦
の
洪
水
記
録─

先
人
が
語
る
水
と
の 

 

た
た
か
い─

』
（
土
浦
市
立
博
物
館
） 

 

『
防
災
講
座
： 

地
域
災
害
環
境
』
・
『
防
災
コ
ラ

ム
「
自
然
災
害
に
備
え
る
」
』
（
水
谷
武
司
） 

 

前
号
に
玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
片
岡
稔
惠
様
か

ら
、
ご
著
書
４
冊
『
玄
冬
―
あ
る
疎
開
児
童
の
物
語
―
』
・

『
残
留
・
病
死
・
不
明
―
中
国
残
留
婦
人
た
ち
は
、
今
…

―
』
・
『
明
治
が
来
た
』
・
『
流
氓
に
非
ず
―
中
国
残
留

婦
人
の
物
語
―
』
を
本
校
図
書
館
に
ご
恵
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

（
高
21
回 

松
井
泰
寿
） 


